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消費税期限内納付

法人会 一声運動

納税準備預金などで計画的な納税資金の準備を



平
成
28
年
の
新
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
ご
家
族
の
皆
様
に
心
よ
り
ご
祝

詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
経
済
情
勢
は
一
部

の
大
企
業
に
お
い
て
業
績
の
回
復
や
雇
用
の

増
大
等
が
み
ら
れ
、
緩
や
か
に
景
気
の
回
復

が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
私
ど
も
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

依
然
と
し
て
先
行
き
不
透
明
な
非
常
に
厳
し

い
経
済
環
境
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
年
間

を
通
じ
て
異
常
気
象
や
自
然
災
害
が
相
次
ぎ
、

記
録
的
な
大
雨
・
台
風
な
ど
に
よ
る
河
川
の

氾
濫
や
堤
防
の
決
壊
、
口
永
良
部
島
・
新
岳

の
噴
火
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
は
甚
大
な
被

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
海
外
で
は
過

激
派
組
織
に
よ
る
人
質
殺
害
や
フ
ラ
ン
ス
・

パ
リ
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
な
ど
が

発
生
し
、
テ
ロ
の
脅
威
と
治
安
情
勢
の
悪
化

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

一
方
、
世
界
文
化
遺
産
に
「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産

製
鉄
・
製
鋼
、
造
船
、
石

炭
産
業
」
が
登
録
さ
れ
、
ま
た
日
本
人
２
名

が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
明
る

い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

私
ど
も
法
人
会
は
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
企
業
の
発
展
を
支
援
し
、
地
域

の
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
国
と
社
会

の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経
営
者
の
団
体
で
す
。

同
時
に
異
業
種
交
流
に
よ
る
情
報
交
換
を
図

り
な
が
ら
、
会
員
相
互
の
交
流
、
親
睦
事
業

等
を
実
施
し
、
魅
力
あ
る
法
人
会
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
会
員
の

皆
様
方
に
は
今
後
と
も
法
人
会
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
申
年
（
丙
申：

ひ
の
え
さ
る
）

さ
る

で
す
。
「
申
」
は
「
去
る
」
を
意
味
し
、

「
悪
い
こ
と
が
去
る
」
「
病
が
去
る
」
な
ど

幸
せ
を
運
ぶ
も
の
と
す
る
一
説
が
あ
り
ま
す
。

60
年
前
の
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）
は
、

神
武
景
気
と
い
わ
れ
た
時
期
で
す
。
戦
前
の

経
済
水
準
を
超
え
る
ま
で
に
回
復
し
て
「
も

は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
経
済
白
書
に
記
載

さ
れ
、
流
行
語
に
も
な
り
ま
し
た
。
戦
後
の

復
興
が
改
め
て
明
確
に
示
さ
れ
た
年
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
頑
張
っ
て
き
た
人
達
の
努
力

が
形
に
な
っ
て
い
く
年
と
し
て
、
こ
の
一
年

は
飛
躍
の
年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

本
年
が
皆
様
並
び
に
会
員
企
業
に
と
っ
て
、

よ
り
良
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
公
益
社
団

法
人
厚
木
法
人
会
会
員
の
皆
様
に
、
謹
ん
で

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

小
嶋
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
並
び
に

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か

ら
税
務
行
政
全
般
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の

ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
誌
面
を
お
借
り
し
ま

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「
よ
き
経
営

者
を
目
指
す
も
の
の
団
体
」
と
し
て
、
「
地

域
ふ
れ
あ
い
講
演
会
」
な
ど
、
地
域
に
密
着

し
た
社
会
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て

お
ら
れ
る
ほ
か
、
租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣

や
税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
な
ど
、

租
税
教
育
の
充
実
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
と

納
税
意
識
の
高
揚
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し
ま

し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

引
き
続
き
地
域
に
密
着
し
た
、
魅
力
あ
る
事

業
活
動
を
展
開
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。
私
ど
も
と
し
て
も
、
引
き
続

き
貴
会
の
事
業
活
動
に
対
し
ま
し
て
協
調
体

制
を
推
進
し
、
緊
密
で
良
好
な
協
力
体
制
の

構
築
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入

に
よ
り
、
本
年
か
ら
個
人
番
号
及
び
法
人
番

号
の
利
用
が
順
次
開
始
さ
れ
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
個
人
番
号
取
得
時
の
本

人
確
認
な
ど
の
事
務
処
理
に
加
え
、
特
定
個

人
情
報
な
ど
の
安
全
管
理
体
制
の
整
備
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
私
ど
も

と
し
て
は
、
番
号
の
利
活
用
機
関
と
し
て
特

定
個
人
情
報
の
保
護
に
十
分
配
意
し
た
事
務

処
理
を
行
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
円
滑

な
導
入
に
向
け
て
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
皆
様

へ
情
報
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
ま
も
な
く
平
成
27
年
分
の
所
得
税
・

復
興
特
別
所
得
税
等
の
確
定
申
告
の
時
期
を

迎
え
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、

あ
る
い
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
従
業
員
の
方
々

に
も
、
お
勧
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
新
し
い
年
が
公

益
社
団
法
人
厚
木
法
人
会
に
と
り
ま
し
て
、

更
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た

会
員
の
皆
様
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

( 2 )

－ ニセ税務署員、ニセ税理士に注意しましょう －

２
０
１
６
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

公
益
社
団
法
人

厚
木
法
人
会

会
長

小

嶋

完

治

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

厚
木
税
務
署

署
長

川

邉

正

実



■
納
税
表
彰
式

去
る
11
月
６
日
、
厚
木
商
工
会
議
所
大
会

議
室
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
の
厚
木
税
務

署
納
税
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
納
税
道
義
の

高
揚
と
税
務
知
識
の
普
及
・
推
進
等
に
功
績

の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
て
、
署
長
表
彰
並
び

に
署
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
な
お
、
本
会

関
係
の
受
彰
者
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

◎
厚
木
税
務
署
長
表
彰
受
彰
者
（
敬
称
略
）

小
野
塚

徳

博

㈲
小
野
塚
商
店

小

杉

伸

夫

㈱
ア
ー
バ
ン

◎
厚
木
税
務
署
長
感
謝
状
受
彰
者
（
敬
称
略
）

鍛

代

勇

㈲
鍛
代
勇
石
材
店

小

松

英

子

㈲
小
松
管
工

■
納
税
功
労
表
彰
式

11
月
19
日
、
神
奈
川
県
厚
木
合
同
庁
舎
会

議
室
に
お
い
て
、
厚
木
県
税
事
務
所
納
税
功

労
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本
会
の
木
下
副
会
長

が
所
長
表
彰
を
受
彰
さ
れ
た
。

◎
厚
木
県
税
事
務
所
長

納
税
功
労
表
彰
受
彰
者
（
敬
称
略
）

木

下

幸

治

木
下
建
設
㈱

( 3 )

10月19日、厚木市文化会館

大ホールにおいて、本会主催の

第10回地域ふれあい講演会を

盛大に開催した。同講演会は、

法人会の活性化と法人会活動の

理解を図るとともに、地域住民

への社会貢献活動として実施し

ています。

今回は、NHK大相撲解説者

の舞の海秀平氏を講師に招き

「夢は必ずかなう」をテーマに開催した。当日は1,000名

を超える参加者が集まり、大変好評でした。なお、同講演会

は厚木市の共催、厚

木税務署、神奈川県、

愛川町、清川村から

の後援、また上部団

体の神奈川県法人会

連合会をはじめ、関

係民間団体並びに受

託保険会社から協賛

をいただいた。

－ 信用できる地元税理士に依頼しよう －

栄
え
あ
る
受
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

法
人
会
の
税
制
改
正
に
関
す
る

要
望
事
項
の
実
現
に
向
け
、
提
言
書
を
提
出

納
税
道
義
の
高
揚
と
正
し
い
税
知
識
の
普
及
等
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

第10回 地域ふれあい講演会を開催

昨
年
10
月
８
日
に
開
催
し
た
法
人
会
全
国

大
会
（
徳
島
大
会
）
に
お
い
て
披
露
さ
れ
た

法
人
会
の
「
平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
事
項
」
（
11
月
号
掲
載
）
の
実
現
に

向
け
、
上
部
団
体
の
全
国
法
人
会
総
連
合
を

は
じ
め
、
全
国
の
県
連
及
び
各
法
人
会
は
、

政
府
・
政
党
、
地
方
自
治
体
等
に
対
し
て
提

言
活
動
を
実
施
し
た
。

本
会
に
お
い
て
も
、
去
る
11
月
27
日
、
小

嶋
会
長
、
島
本
担
当
副
会
長
及
び
會
田
税
制

委
員
長
が
、
後
藤
祐
一
衆
議
院
議
員
、
義
家

弘
介
衆
議
院
議
員

を
は
じ
め
、
厚
木

市
、
愛
川
町
、
清

川
村
の
各
市
町
村

長
及
び
議
会
議
長

を
訪
ね
、
提
言
書

を
手
渡
し
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
協

力
を
要
請
し
た
。

▲講師 舞の海秀平 氏

法人会の理念

法人会は

税のオピニオンリーダーとして

企業の発展を支援し

地域の振興に寄与し

国と社会の繁栄に貢献する

経営者の団体です

▼

左
か
ら
會
田
委
員
長
、
島
本
副
会
長
、

小
嶋
会
長
、
愛
川
町
の
小
野
澤
町
長



( 4 )
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平
成
27
年
分
の
所
得
税
等
の
確
定
申
告

及
び
贈
与
税
の
申
告
に
つ
い
て

■
申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
！

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
、
所
得
税

及
び
復
興
特
別
所
得
税
・
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
・
贈
与
税
の
申
告
書
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金

額
等
を
入
力
す
れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自
動
計

算
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷
し
て
郵
送
等

に
よ
り
提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、
「
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

税
務
署
に
行
か
ず
に
自
宅
か
ら
申
告
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

■
申
告
及
び
納
税
の
期
間
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

２
月
16
日
（
火
）
～
３
月
15
日
（
火
）

（
還
付
申
告
は
２
月
15
日
（
月
）
以
前
で

も
提
出
で
き
ま
す
。
）

◎
贈
与
税

２
月
１
日
（
月
）
～
３
月
15
日
（
火
）

◎
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

１
月
４
日
（
月
）
～
３
月
31
日
（
木
）

◎
申
告
書
作
成
会
場
の
開
設
期
間

２
月
16
日
（
火
）
～
３
月
15
日
（
火
）

２
月
15
日
（
月
）
ま
で
の
期
間
は
、
申
告

書
作
成
会
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

駐
車
場
が
大
変
狭
い
た
め
、
来
署
さ
れ

る
場
合
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

厚
木
税
務
署

電
話
（
２
２
１
）
３
２
６
１
（
代
表
）

法
定
調
書
の
作
成
・
提
出
は

「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
で
！

法
定
調
書
は
書
面
の
ほ
か
、
①
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
又
は
②
光
デ
ィ
ス
ク
等
（
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

等
）
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

法
定
調
書
の
種
類
別
に
、
前
々
年
に
提

出
す
べ
き
で
あ
っ
た
法
定
調
書
の
枚
数
が

１
０
０
０
枚
以
上
で
あ
る
法
定
調
書
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
、
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
る
提

出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
提
出

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所
な
ど

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
法
定
調

書
や
合
計
表
の
提
出
が
で
き
る
の
で
、
税
務

署
へ
の
送
付
や
持
参
の
必
要
が
な
く
、
大
変

便
利
で
す
。

な
お
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
場
合
に

は
、
事
前
の
届
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
パ
ソ
コ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
使
用
す
る
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
（
通
常

版
）
の
ほ
か
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
の
入
力
に
よ

り
帳
票
の
作
成
や
提
出
が
で
き
る
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
ソ
フ
ト
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
）
も
提
供
し
て

い
ま
す
。

②
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
る
提
出

大
量
の
法
定
調
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、

１
枚
の
Ｃ
Ｄ
等
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
、

事
務
の
省
力
化
に
つ
な
が
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
等

に
よ
る
法
定
調
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
な
い
方
が
、
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
り
法

定
調
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
税
務
署
へ

の
事
前
の
申
請
と
税
務
署
か
ら
の
承
認
が
必

要
で
す
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
等

に
よ
る
法
定
調
書
の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
方
が
、
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
り
法
定

調
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
税
務
署
へ
の

申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
）
。

ま
た
、
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
は
、
所
定
の
規

格
で
デ
ー
タ
を
格
納
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

デ
ー
タ
の
格
納
に
当
た
っ
て
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
デ
ー
タ
の
暗
号

化
（
自
己
復
号
型
）
を
行
っ
た
上
で
提
出
す

る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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社会保障・税番号制度の最新情報やお問い合わせ

・内閣官房「社会保障・税番号制度」ホームページ

http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html

・マイナンバーのコールセンター（フリーダイヤル）０１２０- ９５- ０１７８

平日 9時30分～22時00分 土日祝 9時30分～17時30分（年末年始12月29日～１月３日を除く）

国税に関する社会保障・税番号制度の最新情報

国税庁ホームページのトップページにある をクリック

http://www.nta.go.jp/sonota/sonota/osirase/mynumberinfo/index.htm

法人番号の最新情報

国税庁ホームページのトップページにある をクリックし、

「法人番号について（ご紹介コーナー）」をご覧ください。

社会保障・税番号制度の詳細やお問い合わせは

国税局･税務署

（マイナンバー）

（www.nta.go
.jp

）

（ww
w.
e-
ta
x.
nt
a.
go
.j
p

）

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ww
w.
nt
a.
go
.j
p
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法人の県民税・事業税の超過課税の概要

適用期間 平成27年11月１日から平成32年10月31日までの間に終了する各事業年度分

税 率

法人県民税 ４％(標準税率は3.2％)

法人事業税

外形標準課税対象法人

所得割 標準税率の９％増し

付加価値割
資本割

その他の法人
所得割
収入割

超過税率の

適用対象外の法人

法人県民税
資本金の額又は出資金の額が２億円以下で、かつ、

法人税額が年4,000万円以下の法人

法人事業税
資本金の額又は出資金の額が２億円以下で、かつ、
所得が年１億5,000万円以下（収入金額を課税標準とする法人にあっては、収入金額
が年12億円以下）の法人

税収規模 ９００億円程度（５年間）

※ 地方法人特別税と合わせた実質的な税負担は、標準税率の５％増しとなるように設定しています。

標準税率の５％増し

神奈川県からのお知らせ

法人の県民税・事業税の超過課税を実施させていただきます。
今後５年間も有効に活用して、安全・安心の確保と経済の活性化を図っていきます。

標準税率の７％増し

超過課税を活用して推進する事業

１ 災害に強い県土づくりの推進 ２ 東京オリンピック･パラリンピックに向けた幹線道路の整備

・ 地震･津波対策の一層の強化

・ 火山･豪雨･台風などの自然災害対策

・ 災害に備えた社会基盤施設の整備

・ 災害時に重要な役割を果たす県有施設や県立学校等の耐震改修

【主な整備推進路線】

新東名高速道路（厚木南IC、伊勢原北IC、秦野IC）へのアクセス

道路、横浜湘南道路（栄IC～藤沢IC）、綾瀬スマートインターチェ

ンジ など
※ IC名等は仮称です。

お問い合わせ先は、

厚木県税事務所

電話 046-224-1111（代表）事業税課事業税第二班

県税ホームページ

県税便利帳 検索

国税庁の「税を考える週間」（11月11日～

11月17日）協賛行事の一環として、各種活動

を実施した。

「税を考える週間」協賛行事

▲管内の県市町村庁舎へ

懸垂幕を設置

11月の１ヶ月間、当会

区域内の神奈川県厚木合

同庁舎、厚木市、愛川町、

清川村の庁舎へ納税意識

の高揚を図る内容の懸垂

幕を設置した。

（写真は清川村役場）

▲

署
長
講
演
会

11
月
16
日
、
厚
木
商
工
会
議
所
に
お
い
て
、
厚
木

税
務
署
管
内
の
納
税
協
力
６
団
体
（
税
理
士
会
、
納

税
貯
蓄
組
合
、
青
色
申
告
会
、
法
人
会
、
間
税
会
、

小
売
酒
販
組
合
）
共
催

に
よ
る
講
演
会
を
開
催

し
た
。
当
日
は
54
名
が

参
加
し
、
厚
木
税
務
署

の
川
邉
正
実
署
長
を
講

師
に
招
き
「
税
務
行
政

の
現
状
と
課
題
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
行
わ
れ
、

好
評
を
博
し
た
。

税務署職員との座談会

▲

（意見交換会）

11月25日、厚木商工会議所に

おいて、22名が出席して、本会

の各支部及び各部会からの代表

者等と税務署職員との座談会を

開催し、意見交換を行った。

法人会のキャラクター
「けんた」

※
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▼

青
年
部
会
の
社
会
貢
献
活
動

（
少
年
少
女
球
技
大
会
を
支
援
）

青
年
部
会
は
、
次
世
代
を
担
う

心
豊
か
な
青
少
年
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
厚
木
市
少
年

少
女
球
技
大
会
」
に
後
援
し
、
支

援
協
力
を
行
っ
た
。
10
月
18
日
、

及
川
球
技
場
及
び
飯
山
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
開
催
し
た
同
大
会
に
お
い
て
、

当
日
の
駐
車
場
整
理
と
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
の
監
視
員
等
に
９
名
が
運

営
協
力
を
行
い
、
ま
た
参
加
し
た

各
チ
ー
ム
に
ボ
ー
ル
を
寄
贈
し
た
。

▲源泉部会定例研修会

源泉部会は11月５日、厚木アーバンホ

テル会議室において、34名が参加し

「年末調整の仕方・法定調書及び給与

支払報告書の作成と提出」をテーマに

研修会を開催した。

▲
全
国
青
年
の
集
い
（
茨
城
大
会
）

11
月
20
日
、
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
全
法
連
主
催
の
全
国
青
年
の
集
い
（
茨
城
大
会
）

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
２
２
０
０
名
の
青
年
部
会

員
が
集
ま
り
、
本
会
か
ら
９
名
が
出
席
し
た
。
同
大
会

で
は
、
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
青
年
部
会
の
租
税
教
育

活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
、
大

会
式
典
な
ど
が
行

わ
れ
、
青
年
ら
し

い
活
気
溢
れ
る
大

会
と
な
っ
た
。
ま

た
記
念
講
演
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
名

誉
教
授
の
的
川
泰

宣
氏
を
招
き
「
い

の
ち
の
絆
を
宇
宙

に
求
め
て
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
行
わ

れ
、
好
評
を
博
し

た
。

チャリティー事業

▲

12月２日、レンブラン

トホテル厚木において、

237名が参加し、また多

くの協賛企業のご協力を

得て、盛大にチャリティー

パーティーが開催された。

当日はアトラクションと

して、斉藤絹江さんの歌

謡ショーが華やかに行わ

れ、大変好評だった。また抽選会では、当選番号を読み上げるたびに

会場は大きな歓声に包まれた。なお、本会がパーティー会場で実施し

た募金活動では総額296,000円のチャリティー金

が集まり、社会福祉事業に役立てていただくため

管内の市町村（厚木市・愛川町・清川村）へ寄付

させていただきます。

▲県法連青年部会情報交換会

10月26日、ホテル横浜ガーデンにお

いて、県法連青年部会主催の情報交換

会が開催された。県下の法人会青年部

会から173名が参加し、本会からも10

名が出席した。特別講演として、全法

連青年部会顧問の盛永喜之氏の「私的

青年部会論～全青連10年のあゆみ～」

をテーマに講演が行われ、また法人会

の会員増強や法人会の未来について、

テーブルディスカッションが行われ、

大変好評だった。

源泉部会が租税教育用の下じきを寄贈
（租税教室で小学６年生に配付）

源泉部会は、厚木愛甲地区（全31校）

の小学６年生を対象にした租税教室の開

催にあわせ、子どもたちの納税意識の向

上のため、税金の役割や使われ方等が記

載された租税教育用の下じき（約2,800

枚）を児童に配付していただくよう各小

学校へ寄贈した。

▼

恒
例
の
抽
選
会
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▲

厚
木
第
１
支
部
の
料
理
教
室

厚
木
第
１
支
部
は
10
月
29
日
、

厚
木
ガ
ス
中
町
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
・

リ
セ
に
お
い
て
、
16
名
が
参
加
し

て
料
理
教
室
を
開
催
し
た
。
講
師

に
は
、
あ
ざ
み
野
キ
ッ
チ
ン
の
市

川
え
い
子
氏
を
招
き
、
洋
食
料
理

を
作
り
大
変
好
評
だ
っ
た
。

▲玉川支部研修会

玉川支部は11月13日、厚木

消防署玉川分署会議室におい

て、栗園堂の中村和正氏を講

師に招き「漢方の養生から学

ぶ健康法」をテーマに研修会

を行った。当日は50名の方々

が参加され大変好評だった。

▲愛川支部研修会

愛川支部は11月４日、愛甲商工

会館において、税務研修会を開催

し、22名が参加した。当日は厚木

税務署担当官を講師に招き「国税

分野におけるマイナンバー制度」

等をテーマに研修を行った。

▲睦合支部日帰り旅行会

睦合支部は11月７日、45名が参加

して日帰りバス旅行会を開催した。

埼玉伝統工芸会館(小川紙)の見学や

SLパレオエクスプレスの乗車などを

楽しみ、参加者相互の交流を深めた。

▼

内
陸
工
業
団
地
支
部
研
修
会

内
陸
工
業
団
地
支
部
は
10
月
15

日
、
団
地
会
館
に
お
い
て
、
税
務

研
修
会
を
開
催
し
、
40
名
が
参
加

し
た
。
当
日
は
、
厚
木
税
務
署
担

当
官
を
講
師
に
招
き
「
国
税
分
野

に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」

等
を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
っ
た
。

支部活動(研修会・旅行会等)

▼愛川支部の美化清掃活動（クリーンキャンペーン）

愛川支部は

10月10日、愛

川ライオンズ

クラブと共催

で、18名が参

加して町内の

美化清掃を実

施した。

▲

愛
川
支
部
が
10
月
25
日
の
愛
川

町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
出
展

（
税
の
Ｐ
Ｒ
用
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
等
を
来
場
者
へ
配
付
）

▲

南
毛
利
第
１
支
部
日
帰
り
旅
行
会

南
毛
利
第
１
支
部
は
11
月
12
日
、
22
名

が
参
加
し
て
、
群
馬
方
面
へ
日
帰
り
バ
ス

旅
行
会
を
開
催
し
た
。
ア
プ
ト
の
道
･
め

が
ね
橋
の
見
学
や
舌
切
雀
の
お
宿
･
磯
部

ガ
ー
デ
ン
で

入
浴
と
昼
食

を
楽
し
み
、

親
睦
を
深
め

た
。

▼相川支部ゴルフ大会

相川支部は11月18日、大厚木カ

ントリークラブ桜コースにおいて、

20名が参加して親睦ゴルフ大会を

開催した。

▲厚木西部支部研修会（普通救命講習会）

厚木西部支部は12月５日、小鮎公民

館において、厚木市消防本部の指導員

を講師に招き、普通救命講習会を開催

した。当日は26名が参加して、心肺蘇

生やAED、止血法などを学び、大変好

評でした。

■ゴルフ同好会コンペ

ゴルフ同好会は11月27日、

太平洋クラブ相模コースに

おいて、ゴルフコンペを行っ

た。当日は７名が参加し、

楽しく腕を競い合った。次

回は３月開催予定。



Ｑ

昭
和
22
年
の
税
制
改
正
で
、
所
得
税
に

申
告
納
税
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
申
告
期
限
は
、
現
在
の
３
月
15
日
と

は
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
で
は
、
所
得
税

に
申
告
納
税
制
度
が
導
入
さ
れ
た
最
初
の

年
分
（
昭
和
22
年
分
）
の
所
得
税
の
確
定

申
告
期
限
は
、
い
つ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？

ア

１
月
31
日

イ

２
月
28
日

ウ

３
月
31
日

（
税
務
大
学
校
「
税
の
歴
史
ク
イ
ズ
」
）

応
募
方
法

答
え
と
氏
名
、
住
所
、
会
社
名
を
明
記
の

う
え
、
郵
便
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務
局
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
10
名
（
一
社
一
名
ま
で
）
に
粗
品
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。

締
切
／
平
成
28
年
１
月
31
日
ま
で

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

平
成
27
年
11
月
号
ぜ
い
き
ん
ク
イ
ズ
の
解
答

答
え
…
②
（
玄
米
）

《
解
説
》
年
貢
は
玄
米
で
納
入
す
る
こ
と
が

基
本
で
し
た
。
年
貢
に
限
ら
ず
、
江
戸
時
代

の
「
米
」
と
い
う
言
葉
は
玄
米
を
指
し
ま
す
。

庶
民
が
領
主
に
年
貢
と
し
て
納
め
る
米
も
、

庶
民
が
商
品
と
し
て
出
荷
す
る
米
も
、
脱
穀

し
て
籾
摺
り
（
も
み
す
り
）
を
し
た
玄
米
の

状
態
の
米
だ
っ
た
の
で
す
。
米
で
納
め
る
租

税
の
歴
史
を
見
る
と
最
初
か
ら
玄
米
だ
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
７
世
紀
後
半
に
律

令
制
で
租
庸
調
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
、

田
に
課
さ
れ
た
税
（
租
）
は
頴
稲
（
え
い
と

う
、
穂
に
付
い
た
ま
ま
の
籾
）
で
納
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
８
世
紀
の
初
頭
に

は
脱
穀
し
た
籾
で
納
め
る
形
に
変
化
し
、
そ

れ
か
ら
数
百
年
を
か
け
て
、
租
税
と
し
て
納

め
る
米
は
、
籾
か
ら
玄
米
に
置
き
換
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。

（
税
務
大
学
校
「
税
の
歴
史
ク
イ
ズ
」
抜
粋
）

詳
し
く
は
税
務
大
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
俳
句
》

追
羽
根
を
待
つ
青
空
の
と
と
の
ひ
ぬ

お
い

ば

ね

冬

鴎

二
百
海
里
が
稼
ぎ
場
所

ふ
ゆ
か
も
め

か
い

り

（
愛
川
町

大
野
里
之
）

投
稿
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
自
作
の
俳
句
や
短

歌
、
ま
た
写
真
（
人
物
・
風
景
）
な
ど
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
会
社
名
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、
事
務
局
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、

粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
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★
決
算
法
人
説
明
会

◇
１
月
19
日
（
火
）
13
時
30
分

会
場
／
厚
木
商
工
会
議
所
会
議
室

新
年
賀
詞
交
歓
会
（
別
紙
参
照
）

◇
１
月
25
日
（
月
）
17
時
00
分

会
場
／
厚
木
商
工
会
議
所
会
議
室

★
源
泉
部
会
研
修
会
（
別
紙
参
照
）

◇
２
月
３
日
（
水
）
15
時
00
分

会
場
／
厚
木
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
新
館

★
新
設
法
人
説
明
会

◇
２
月
４
日
（
木
）
13
時
30
分

会
場
／
厚
木
商
工
会
議
所
会
議
室

★
決
算
法
人
説
明
会

◇
２
月
５
日
（
金
）
13
時
30
分

会
場
／
厚
木
商
工
会
議
所
会
議
室

★
女
性
部
会
税
ミ
ナ
ー
ル
（
別
紙
参
照
）

◇
２
月
15
日
（
月
）
14
時
00
分

会
場
／
厚
木
市
文
化
会
館
集
会
室

★
申
告
書
の
作
成
講
座
（
別
紙
参
照
）

◇
２
月
（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）

会
場
／
厚
木
商
工
会
議
所
会
議
室

★
女
性
部
会
教
養
講
座
（
別
紙
参
照
）

◇
２
月
24
日
（
水
）
15
時
00
分

会
場
／
厚
木
市
文
化
会
館
集
会
室

★
決
算
法
人
説
明
会

◇
３
月
７
日
（
月
）
13
時
30
分

会
場
／
厚
木
商
工
会
議
所
会
議
室

★
教
養
講
座
（
別
紙
参
照
）

◇
３
月
16
日
（
水
）
13
時
30
分

会
場
／
厚
木
商
工
会
議
所
会
議
室

※

日
時
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
事

務
局
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
★
印
の
事
業

は
会
員
以
外
の
方
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
法
人
会
事
務
局
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
◇

【
事
務
局
か
ら
の
お
願
い
】

会
社
名
、
代
表
者
名
、
所
在
地
、
資
本
金
等
が
変
更

さ
れ
た
場
合
は
、
法
人
会
事
務
局
（
電
話
２
２
１
‐
１

０
５
５
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

納
税
者
の
皆
様
か
ら
の
質
問
に
対

し
て
国
税
局
が
文
書
で
回
答
し
ま
す
。

納
税
者
の
皆
様
か
ら
、
申
告
期
限

等
の
前
に
「
具
体
的
な
取
引
等
に
係

る
税
務
上
の
取
扱
い
」
に
関
し
て
、

文
書
に
よ
る
回
答
を
求
め
る
旨
の
照

会
を
受
け
た
場
合
に
は
、
一
定
の
要

件
の
下
に
文
書
回
答
を
行
い
ま
す
。

こ
の
手
続
き
は
、
他
の
納
税
者
の
皆

様
の
予
測
可
能
性
の
向
上
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
た
め
、
照
会
内
容
・
回

答
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
と

い
う
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
で
す
（
照
会

者
名
は
原
則
非
公
表
で
す
。
）
。

な
お
、
こ
の
手
続
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
東
京
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

画
面
下
部
の
文
書
回
答
制
度
バ
ナ
ー
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

文書回答制度

税に関する照会を文書でお答え！

【 東京国税局からのお知らせ 】

文書回答制度をご利用ください!

事
前
照
会
文
書
の
受
理

文

書

回

答

【参考：文書回答のスケジュール】

公

表

公

表

処
理
の
見
通
し
の
説
明

おおむね
１か月以内

３か月以内の
極力早期

（原則）
２か月以内

(延長の場合)
最長１年

（h
ttp

:/
/ww

w.
nt
a.
go.

jp
/t
ok
yo

）
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個人情報の取扱いについて

当会は、会員企業に係る「個人情報」を、研修会・諸会議等の開催

通知、広報誌等の送付、並びに福利厚生制度等のご案内、名簿作成な

ど、本会の事業活動のために利用し、それ以外の目的で利用すること

は、一切ございません。

投稿コーナー・税金クイズなど、その他各種の

お申込み・応募先は、法人会事務局まで

〒243-0017 厚木市栄町1-16-15（厚木商工会議所3階）

公益社団法人 厚木法人会 事務局

TEL 046-221-1055 FAX 046-222-3808

E-mail :info@a-net.or.jp

【 無料記帳指導制度のご案内 】

東京地方税理士会厚木支部のご協力を得て、税理士関与さ

れていない方を対象に、記帳指導を行っています。この制度

は、東京地方税理士会厚木支部の担当税理士が、皆様の会社

の事務所に直接訪問して３回程度記帳指導を行うもので、指

導料は無料です。ご希望の方は法人会事務局までご連絡くだ

さい。

本会では、下記事務所のご厚意により、無料で税務、

社会保険、不動産・会社登記等の相談を実施しています。

ご希望の方は、法人会事務局(℡221-1055)または下記

事務所へお電話してください。

■會田聡史税理士事務所

厚木市中町２-６-２４ ほてい屋第二ビル３階

電話（０４６）２２４－７７３１

■浅岡信一税理士事務所

厚木市旭町２-２-１８

電話（０４６）２２９－７０３０

■和田明税理士事務所

愛川町春日台５-４-８

電話（０４６）２８６－２２５６

■ライトハウス税理士法人

厚木市水引１-１-６ サミット厚木ビル４階

電話（０４６）２２２－８８００

■村松マユミ社会保険労務士事務所

厚木市栄町１-５-４-５０４

電話（０４６）２２５－０７２５

■八木章 司法書士事務所

厚木市水引１-１５-１７ 小島ビル２階

電話（０４６）２９７－３１０５

■司法書士 石垣公雄事務所

厚木市寿町３-４-５ 米山ビル３０１

電話（０４６）２２１－５５５６

【 無料相談のご案内 】

新入会員紹介
期間［平成27年10月～平成27年11月］

地区・支部名 会 員 名

厚 木 株式会社 フジマキ

旭 町 西 Ｔ-ＤＥＫ 株式会社

旭 町 西 株式会社 窓テックス

小 鮎 株式会社 ハイウッド

玉 川 厚木ラクール

妻 田 第 １ Ｙ.Ｓ.Ｋ

依 知 中 株式会社 味ん味ん

依 知 南 角田測量設計 株式会社

依 知 南 鈴木忠良税理士事務所

愛 川 第 ４ 株式会社 日本貨物輸送システム

愛 川 第 ５ 株式会社 ＴＲＵＥ

会員企業をはじめ、一般向けに経営支援情報や環境、

健康、カルチャーなどのセミナーをインターネットを

通じて配信しています。多彩なセミナー動画を常時公

開していますので、仕事に役立つ情報やヒントが満載

です。

◎インターネットセミナーだから何時でも・何処でも・

好きなだけご利用できます。

◎映像と音声による本格的セミナーが受講できます。

◎忙しくてセミナーや研修会に参加できない方などに

最適です。

◎社内研修や自己研鑽などにご活用ください。

◎本会会員は、ID(hj0229)とパスワー

ド(1055)を入力してログインするこ

とによって、より多くのコンテンツ

を視聴できます。

インターネットセミナーのご案内

本会ホームページから無料で視聴することができます

当会では、口座振替による年会費の納入をお勧めして

います。

各金融機関をはじめ、農業協同組合も取り扱いできま

すので、ご契約されていない方は、便利な口座振替をご

利用ください。

３月18日までに手続きされた方は、平成28年度分

（平成28年４月～平成29年３月）の会費から自動引

き落としができます。

お申し込み・お問合せは、法人会事務局まで

電話 046-221-1055

会費の口座振替制度のご利用について

インターネットに接続されたパソコンがあれば、納税証

明書のオンライン請求が可能です。納税証明書を自宅等か

らオンラインで請求し、税務署窓口で受け取る場合、電子

証明書やICカードリーダライタが不要です。

オンライン請求のメリット

① 手数料が安価です。

１税目 １年度 １枚 370円（通常 400円）

② 窓口での待ち時間が短縮できます。

（請求日当日の受取を指定された場合には、多少お時

間をいただくことがあります。）

納税証明書の請求は「e-Tax」を使ったオンライン請求で！
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）
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５
５
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Ａ
Ｘ
０
４
６
（
２
２
２
）
３
８
０
８

厚木法人会会員のみなさまへ

ハートピアは、勤労者の総合的な福利厚生事業を行うことを目的として、共済給付（永年勤続

慰労金等）や各種助成（人間ドック・定期健康診断等）、ご家族も参加できるイベントやツアー、

観劇・コンサートチケットが一般価格より安く購入できるなど、会員のみなさまに魅力満載の

事業を提供しております。

会費は、おひとりにつき月額６００円（事業主２分の１以上負担）で加入できます。

（厚木市内の事業所が対象ですが、厚木市在住の勤労者は個人会員として加入できます。）

また、未加入事業所をご紹介いただき、その事業所がハートピアに加入された場合、

加入会員１人につき1,000円の商品券をお渡しします（10万円を限度とします。）。

ぜひ、お取引先やお知り合いの事業所をご紹介ください。

詳細につきましては、下記までお問い合わせください。

（公財）厚木市勤労者福祉サービスセンター

（ハートピア事務局）

〒243-0018 厚木市中町3-16-1 厚木市役所第二庁舎8階

TEL 046-206-4151 FAX 046-206-4611

URL http://www.atsugi-heartpia.or.jp

e-mail info@atsugi-heartpia.or.jp

ＨＰへアクセスを！


